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風景に潜む私性
探検家朝枝利男によるアメリカ日系人収容所における風景画の分析

丹羽典生

Norio Niwa

The Private Life Hidden in the 
Landscape: An Analysis of Explorer 
Toshio Asaeda’s Landscape Paintings 
in Japanese-American Internment 
Camps

抄　録

第二次世界大戦の際に収容所での生活を余儀なくされたアメリカの日系人たちによって

芸術活動が展開されたことは知られている。本稿ではそうした作品のうち探検家朝枝利

男の風景画を分析する。美術画家でないが、博物画の技術もつ彼の風景画は、一見収容

所の日常的景色を主観を控えて描いているようにみえる。しかし周辺資料と照らし合わ

せると、そこには彼の個人的生活の記録が刻み込まれていることが見えてくる。

Summary

During the Second World War, Japanese-Americans who were forced to live in internment 
camps developed their artistic activities. In this paper, I will analyze the landscape paintings of 
explorer Toshio Asaeda. Although he was not a classically trained as a painter, his landscape 
paintings, with their natural history painting techniques, seem, at first glance, to depict 
the everyday scenery of the camps in a less subjective manner. However, when examined 
considering the relevant information with his paintings, it becomes apparent that a record of his 
personal life and daily life with his wife permeates them.
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1.  はじめに

窮状に置かれた人間の発揮する芸術的想像力というのは、文化研究においてしばし

ば対象にされるテーマであろう。本稿では、第二次世界大戦中に収容所送りにされた

アメリカにおける日系人の芸術的表出という意味で、そうした問題系に属する作品を

扱う。具体的には探検家朝枝利男（1893-1968）によって収容所生活の合間に制作され
た水彩画だ。朝枝はいわゆる美的作品で生計を立てていた人物ではなく、1930年代の
アメリカにおいて写真家・画家として様々な学術的探検隊に参加した探検家である。
1893年東京で生まれた朝枝は、地学・博物学に関心を抱いた青年であった。東京
高等師範学校卒業後に留学目的で渡米するも、関東大震災の被害を受け進路変更を余

儀なくされる。身につけた博物学関連の技術を生かして、アメリカの博物館界隈で職

を得て生計を立てるなか、アメリカの資産家が組織した1930年代の探検隊に参加し
て、数多くの民族写真と魚類の水彩画を残している。第二次世界大戦がはじまると収

容所に送られ、そうしたなか本稿で対象とする収容所の水彩画を描いていた。戦後

は、カリフォルニアの博物館で学芸員としての職を得た。

朝枝の作品は、博物学関係（民族写真、魚類の水彩画）と収容所関係に大別できる。

前者関する資料は、探検隊に参加したアメリカの複数の博物館に分散して所蔵されて

いる。またヨーロッパの博物館には、探検隊から寄贈された資料が収蔵されている。

後者は、朝枝が居住した収容所の近くにある博物館と生前の朝枝が知人に寄贈した絵

画がアメリカの日系人博物館に所蔵されている。このように朝枝が現役時代に活躍し

たアメリカにコレクションの多くがあるといえる。

アメリカに次いで、朝枝のコレクションが見つかるのは、日本の国立民族学博物館

である。こちらは朝枝の没後、遺族から寄贈された資料からなる。こちらのコレク

ションも博物学関係、収容所関係に分けられるが、特色があるのは後者である。博物

学関係の資料は、日記やアルバムなどアーカイブスとしての独自性は高いが、写真資

料の多くはアメリカのものと変わりがない。一方で、収容所関係の方は、海外では数

点しかみつからない収容所の水彩画が、こちらでは数十点の規模で架蔵されている。

作品の分析に入る前に、朝枝の収容所絵画を先行研究のなかに位置づけたい。収

容所における日系人の芸術家活動というのは、ひとつのジャンルともなっていよう。

彫刻家のイサム・ノグチがみずから志願してアリゾナのボストン収容所に入り込んだ

ことは、当時日系人芸術家の受けた衝撃を伝えるエピソードの一例であろう（ドウス 
2003: 374-396）。アーカンソー州のジェローム収容所にいたヘンリー・スギモト（Kim 
2000）から、朝枝と同じユタ州のトパーズ収容所（Topaz Relocation Center）にいた
チウラ・オバタ（Hill 2000; Wang 2018）、ミネ・オオクボ（Okubo 1978; Robinson and 
Creef 2008）、ヒサコ・ヒビ（Hibi 2004）など、それぞれの名前が冠された展覧会が開
催され、図録や研究書も出版されるような画家を輩出している。彼らを含めた一連の

作品群は、作品としての完成度はもとより、日米という国家の対立のはざまに置か

れた日系人としての苦難が表現されたものとして高く評価されてきている（e.g. Higa 
1992）。
彼らのようないわゆる芸術家ではない一般の人びとも、収容所において芸術品や工

芸品を作り出していた。収容所内で展覧会が開催されたとはいえ、出所の際にそれら
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の多くが廃棄されたように、永続的な保存が意図されていたわけでもない。いわば、

一過性の作品群であった。後に「尊厳の芸術」と形容されることもあるように（ヒラス

ナ 2013）、複雑なアイデンティティの揺さぶりにさらされた日系人が、独学で習得し
た技術のもと作られた一連の作品群といえる。「悶々とした気持ちを抱え、変えよう

のない運命になすすべもなく、時間をもてあました一世」にとって、「美術作品や工

芸品を作ることが、逃避、生き残る道、情熱、そして美しいものと自分をつなぐ絆」

でさえあったというわけである（ヒラスナ 2013）。そうした人びとのなかには、収容
所にて芸術的才能を開花させることになるルース・アサワなども含まれていた（Cor-
nell and et al. 2006）。
これらの作品群を考慮した時、朝枝の水彩画はどう位置づけることができるだろう

か。彼の過ごした具体的な時代と収容所―カリフォルニア州タンフォラン集合セン

ター及びユタ州トパーズ収容所―に留意しながら絵画を検討していく。そして一見

単調で無個性な風景画に潜む意味を呈示してみたい。

2.  収容所と絵画

本稿で対象とする朝枝が残した収容所絵画は、世界の博物館に散在している。国立

アメリカ歴史博物館（National Museum of American History）、*1スプリングヴィル芸術

博物館（Springville Museum of Art）(Swanson 2013: 166)、ペンシルヴェニア歴史協会
（The Historical Society of Pennsylvania）（Jastrzemski 2007: 4; Tu 2008: 32）など、アメ
リカ各地にある博物館等に少なくとも一点ずつの収蔵が確認できる。

しかるに収容所時代の絵画を一番多く収蔵しているのは、日本の国立民族学博物館

である。朝枝の遺族から収蔵された同館のコレクションには、収容所の風景を描いた

水彩画のあわせて59点がある。本稿が中心的に扱うのもこの作品群である。
絵画はいずれも同じ形式で制作されている。縦25センチから横35.4センチの紙に、
水彩で描かれている（一部縦横逆の使用）。表面の右下か左下にToshio Asaedaと署名
がある。裏面の右上には通番が付され、中央に制作年（場合によっては、月日まで）、

制作場所が簡潔にメモ書きされている。描かれた題材についての説明が付されている

ものも何枚かある。こうした情報は、いずれも作者自身の手によるものと思われ、絵

画を読み込むための貴重な手がかりとなる。なお興味深いことに、こうした情報を記

載する形式は、朝枝が探検隊のメンバーとして描いていた魚類の標本の水彩画と形式

がほぼ同じである。

3.  絵画の分析

3–1.  タンフォラン集合センターにおける絵画

アメリカ西海岸に居住していた日系人は、日米開戦直後の1942年の大統領令9066
号のもと強制収容所に送られた。彼らは、まず近場の集合センターに半年ほど留め置

*1 同博物館のウェブサイトにおける「Topaz Camp, 
1943」に朝枝の絵画が掲示されている（https://www.

si.edu/es/object/topaz-camp-1943:nmah_1131468）。
2020年8月31日閲覧。



民族藝術学会誌  arts/ ｜ vol.38 ｜ 2022 論文

80

かれ、その後各収容所へと移送された。あまりに急速に進められた出来事であったた

め、日系人収容所の建設が間に合わなかったがゆえの措置であった（ヒラスナ 2013; 
Arrington 1997: 17）。
朝枝が最初に送られたのは、カリフォルニア州サンブルーノに位置するタンフォラ

ン集合センター（Tanforan Assembly Center）であった。もともとは競馬場の跡地で
あったタンフォランは、日系人の一時的収容の拠点としてアメリカ軍に設置された

全17カ所の集合センターのうち2番目に大きな施設となった。この集合センターは、
1942年4月28日から同年10月13日まで使用された。*2

タンフォランにおける日系人収容は、半年に満たない経験であった。それにもかか

わらず日系人による芸術活動は行われていた。所内の人脈も寄与したのであろう。た

とえばカリフォルニア大学バークレイ校のチウラ・オバタもそのひとりだった。彼は

収容所側を説得して、食堂で絵画教室を開いていた。さらにベイエリアにいたプロの

芸術家が指導に当たる、朝9時から夜9時までの週95回の講義が開かれてもいた。ス
ケッチ、商業デザイン、彫刻まで25のコースを取り揃えていたという。また、造園
家のグループがタンフォラン競馬場のフィールドのなかに水辺のある公園施設を作っ

たりした。そこでは橋、遊歩道、島も作られていたという（ヒラスナ 2013）。
朝枝がこうした芸術コミュニティに参加していた証拠はない。しかし関係性は不明

ながら、入所直後から収容生活を水彩画に描くことに着手していたことは事実であ

る。国立民族学博物館の朝枝利男コレクションには、タンフォラン時代の朝枝の水彩

画20点が収蔵されている。
朝枝はタンフォランにいつからいつまでいたのか正確な期日はわからない。しかし

上述したように集合センターが4月末に開設されていること、次項で述べるように朝
枝が10月初日に次の収容所に移送されていることを考えあわせると、概ね1942年の5
月から9月にかけて滞在していたことが推測できる。朝枝の残した絵画の裏面から付
された日付を整理すると1942年5月に4点、8月に9点、9月に7点の絵画を少なくとも
制作している。*3入所してすぐに着手して、6月、7月に描かれた絵画は見つからないも
のの、移転前までコンスタントに制作していたといえる。

描かれている対象は、すべてタンフォラン集合センターの風景である。人物は登場

するが、すべて風景のなかに点景としてあるのみで、目鼻立ちがはっきりしているも

の、ましてや個人が同定できる絵画も基本的にない。しかし絵画の裏面に付された

コメントや描かれた位置の情報を分析すると、朝枝の個人的な生活の様子が垣間見え

る。

結論を先取りすると絵画に描かれているのは、タンフォランの集合センターのなか

でも朝枝の生活していた部屋の周りに広がる風景なのである。手がかりとなるのは

⑰*4の絵画である。裏面には、「インフィールド・バラック／窓の外を見る」と英語の

*2 Densho Encyclopediaにおける「Tanforan (detention 
facility)」を参照のこと。https://encyclopedia.densho.
org/Tanforan%20(detention%20facility)　2020年8月
24日閲覧。

*3 少なくともというのは、国立民族学博物館に残され
た点数を計算しているためである。コレクションに

残されていない作品が、存在している可能性はある。
*4 以後、丸で囲まれた数字は、国立民族学博物館所蔵
朝枝利男コレクションの絵画に付された数字を意味
している。収容所の絵画はタンフォランとトパーズ
に分けられ、それぞれ①からの番号が付されている。
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メモがある。*5絵画では屋外に干された洗濯物を挟んで、左手にバラックが2棟あり、
その外側にフィールドを囲む柵と樹木がみえる。画中一番外側のバラックには150の
番号が付されている。タンフォラン収容所の地図で確認すると、この配置で景色を眺

められる建物は、148号棟しかない。すなわち朝枝は148号棟のなかから風景を描い
ていたことになる。

そうすると他の絵画の情報もとたんに意味あるものとして鑑賞者に浮き上がってく

る。唯一内装が描かれているのは⑳だ。裏面には、「内装、インフィールドの新しい

バラック／148-4、西向き」とメモされている。この148-4というのは、148号棟の4
号室の意味と推測できる。つまりここに描かれているのは、ほかならぬ朝枝夫妻の仮

住居の内装ということになる（図1）。。

148という数字に留意して他の絵画を見てみよう。「午後の148バラック」と裏面に
メモされた⑯では、148号棟を外から見て描かれている。4号室の番号のある部屋の
入口の扉は開けられ、青い服を着た女性が立っている。入り口の両脇には、花が植え

図1. タンフォラン集合センターの風景画⑭（国立民族学博物館朝枝利男コレクション所蔵）

*5 朝枝利男コレクション収蔵の収容所絵画のコメント
はすべて英語で付されている。本稿では、筆者によ
る訳を記載する。
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られている。これまでの情報を総合すると、部屋の玄関と妻寿々香の姿と考えられよ

う。手前を歩く男性の姿も興味深い。左わきに玩具の帆船を抱え、右手には釣竿を

持っている。長靴をはきパイプをくわえるこの男性は、朝枝自身を思わせもする。幅

広く博物学的関心を抱き晩年にはガーデニングを趣味としていた朝枝であれば、かり

そめの地とはいえ美しい花を飾っていても驚かない。朝枝はパイプを手放さない愛煙

家であったし、脇の船はこれまで船旅の日々を送っていた彼の姿を連想させる。続く

⑰、⑱は上述した日本庭園であろう。日系人収容所内での生活の様子を示す貴重な絵

画である。朝枝も先の玩具の船で遊びながら、釣りを楽しんでいたのかもしれない。

こうした一見無個性的な描かれ方をした絵の背景に、朝枝の私性が深く刻み込まれ

ているという解釈のもとで、他の絵をみてみたい。たとえば朝枝が転入した直後の5
月に書かれた絵画は、すべて148バラックの近辺で描かれている。③では、⑯と同じ
帽子をかぶりパイプをくわえた男性が、家具を作るためであろうか材木を肩に担いで

運んでいる。*6④では、おそらく同じ男性が木材を加工している。これら一連の絵画は、

タンフォランへの転入直後に家の周りを整備している朝枝の姿が重ねられているので

はないだろうか。この解釈が妥当であるならば、⑳にはこのようにして作られた手製

の家具が描き込まれていることとなる（図2）。。

*6 収容所での生活を余儀なくされた日系人が、家具の
不足を補うため、廃棄されていた木材を再利用して
みずから制作していたことはよく知られている（ヒ
ラスナ 2013）。

図2. タンフォラン集合センターの風景画④（国立民族学博物館朝枝利男コレクション所蔵）
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3–2.  トパーズ収容所における絵画

朝枝夫妻はタンフォランについでユタ（Utah）州ミラードカウンティ（Millard 
County）の砂漠のなかにあるトパーズ収容所に移送された。この収容所は、1942年9
月11日から1945年10月31日のあいだに使用され、ピーク時には8130人が収容されて
いた（Arrington 1997: 17）。収容者のほとんどは朝枝と同様サンフランシスコ湾岸部の
日系人で、当初移送された8258人中7676人が前述のタンフォラン集合センターから
来ていた（Arrington 1997: 45）。朝枝夫妻は、1942年10月1日に入所し、1945年10月
14日に退所していた（United States. War Relocation Authority 1945: 8）。
タンフォランの段階ですでに着手されていたチウラ・オバタの芸術活動はトパーズ

でも継続されていた。それ以外にも、画家のミネ・オオクボ、ヴォードヴィルの柔道

芸人フランク・タケウチ、バーナム・ベイリーサーカス団にいたジョゼフ・イトウ、

第一次世界大戦時のユタ鉱山の労働組合リーダーであったカンタイシ・ニシウラな

ど、所内のメンバーは、多士済々であった（Arrington 1997: 26; ボズワース 1983: 203-
204）。
タンフォランの時と同様、朝枝がこれらの日系人の芸術活動とどのように関わった

のかについて知ることのできる資料はみつかっていない。*7一方で朝枝は、トパーズに

おいても収容所の風景の水彩画を描き続けている。国立民族学博物館の朝枝利男コレ

クションには、トパーズ時代の水彩画39点がある。タンフォランでは半年程度の滞在
の間に20点の絵画を制作したのに対して、トパーズの滞在期間が約3年間であること
を考えると、作品数はそれほど多くない（表1）。。*8

タンフォランと同様、絵画の裏面に付された日付を整理すると表1のようになる。
1943年3月から1945年3月までに制作されている。転入した1942年10月からの半年
間と退所する1945年10月までの直前の7カ月間に描かれた絵画は見つかっていない。
1943年の7月から11月も制作点数がゼロである。また1点しか制作していない月も多
く、タンフォランに比べると頻度にむらがあることが分かる。ただしこれはあくまで

残された資料からいえることであり、水彩画に費やされた時間の長さを必ずしも意味

*7 朝枝が戦後同僚として働く機会をもった人物に、ア
メリカ西海岸の風景画家ライ・スタンフォード・ス
トロング（Ray Stanford Strong）がいる。彼はトパー
ズ収容所にいたチウラ・オバタと写真家ドロシア・
ラング（Dorothea Lange）を介して間接的に接触が
あった（Humpal 2017: 133-134）。しかしチウラ・オ

バタと朝枝のあいだに面識があったのか、手元にあ
る資料からは何もいえない。

*8 トパーズ時代の水彩画の何枚かは、寄贈されている
ことが分かっている（Swanson 2013: 166; Tu 2008:
32）。確認できていないだけで、それ以外にも多くの
絵画を朝枝は寄贈していた可能性もある。

表1. トパーズにおける絵画の制作年月と点数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 不明
1943年 1 1 3 4 1 1
1944年 1 1 1 1 6 4 3 6 1
1945年 1 2
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しない。

描かれているのは収容所内外の風景画である。屋内を描いたものはひとつもなく題

材は屋外に求められている。収容所における日常の風景がほとんどで、建物を題材

とするものも多い。自然環境としては、トパーズ収容所の画題としておなじみのドラ

ム山を遠景に収めたものから（㉗㊳）、雪（㉔㉖）、大雨（⑰）、竜巻（㉘㉙）、砂丘（㊴）
などの季節の折々に起きたものから定常的な景観までが描出されている。こうした題

材の選択は、朝枝の博物学的な自然環境への関心とも関わっていよう（図3）。。

描かれた風景からだけでは判然としないが、タンフォランと同様、絵画に裏書きさ

れたメモと照らし合わせて読み込むことで、トパーズの絵画にも朝枝の個人的な生活

風景が反映されていることが見て取れる。たとえば⑲には、「マイホーム―中央口

バラック 28-10」とメモされている。バラック28号棟の10号室の意味であろう。彼の
住居の位置が確定できる。自室のまわりはヒマワリなどの花卉で飾られ、飼っていた

のか入口には白黒のぶちの犬が横たわっている。画面の中央右側を歩く青い服にピン

クのエプロンの女性は、ひょっとすると朝枝夫人かもしれない。特に⑱では18号棟
の周辺がヒマワリの花で飾られている様子が描かれており、朝枝が植えたのか想像し

たくなる。⑱から㉖はすべて住居周りを描いた風景画である。それ以外にもトパーズ
収容所の地図で確認すると、住居近隣の風景を描いた絵画が含まれていることが分か

る（⑥⑯㉘）。
前述のぶちの犬は、いずれも遠くから描かれており顔がはっきり見えないため厳

密な同定はできないが、㉔、㉘、㉙にそれらしき姿を見かけることができる。特に
㉙は、収容所から7マイル離れたセビア砂漠（Sevier Desert）にて、竜巻をみている絵
である。制作年月日は1944年10月21日と明記されている。同日には砂丘の絵画も残
しており（㊴）、朝枝にとっても記憶に残る出来事だったのであろう。㉙のなかで犬
を伴い歩く男性の姿は朝枝なのかもしれない。1944年9月22日にフィッシュレイク国
立森林公園（Fishlake National Forest）で描かれた絵画4枚（㉞から㊲）、翌10月には先
述の砂漠と同時に収容所の離れにある養鶏場まで出かけて作画するなど（㉚から㉝）、
収容所生活も後半に入ると題材を収容所の外に求めている。フィッシュレイク国立森

林公園を収容所から遠景でとらえた絵が1943年6月5日に描かれており、かねてより
関心があったと思われる（⑨）。

旺盛な風景への関心に対して、収容所内で起きた出来事が描かれた絵画はない。唯

一、それに近い例は、ワカサ事件が起きた場所の絵画である（②）。現存するトパー

ズ時代の一番古い絵である。ワカサ事件とは、1943年4月11日、トパーズ収容所にお
いて日系人ジェームズ・ハツキ・ワカサが警備兵の制止に従わず境界を横切ろうとし

たために射殺された事件である。収容所では日系人による暴動までは起きなかった

ようだが、2週間の怠業のほか、いざこざを巻き起こし収容所側が信頼を取り戻すの
に1年はかかったとされる事件である（Arrington 1997: 32-33）。ただし絵画の裏面の
メモによると1943年3月に制作されたとあるので、その文言を信じるのであれば、事
件が起きる前に描かれた絵となる。当時の収容所内で生活する日系人にとってセンシ

ティヴな出来事であったことは想像に難くないので、あえて事件の後に、絵画に描か

れている場所でワカサ事件が起きたことについて追記したのであろう（図4）。。
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図4. トパーズ収容所の風景画②　（国立民族学博物館朝枝利男コレクション所蔵）

図3. トパーズ収容所の風景画⑲　（国立民族学博物館朝枝利男コレクション所蔵）
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4.  最後に

本稿では第二次世界大戦中に日系人収容所における生活を余儀なくされた朝枝利男

の手による水彩画を分析してきた。日系人収容所における絵画に関する先行研究で

は、チウラ・オバタ、ヘンリー・スギモトなど、意図せずして窮状に置かれた芸術家

が、そうした経験をいかに芸術として昇華したのかが考察されてきた。

一方で、名のある芸術家ではなく、「尊厳の芸術」の展示で扱われたような芸術と

は無縁であった一般人が、収容所という特殊な環境のなかで生み出した芸術品・工芸

品が着目されることがある。「逃避、生き残る道、情熱、そして美しいものと自分を

つなぐ絆」としての作品の創造というわけである（ヒラスナ 2013）。いずれにせよ彼ら
の作品を通じて日米という国の対立のなかにおかれた個人の苦悩や芸術的表現の表出

が検討されてきた。

本稿で対象とした朝枝の作品群はどちらとも若干異なる位置づけにあるといえよ

う。朝枝は、芸術家（artist）と称されることはあったが、彼が習得していたのは、あ
くまで博物学の標本や絵画を作るために培われてきた技術である｡*9そのことは博物学

や地学に関心がありそうした学問を修めるために渡米したという彼の経歴とも一致し

ている。また世界各地に彼の博物学関連や収容所関連の資料が散在しているが、それ

らのほとんどが民族学や自然史関連の博物館に収蔵されており、日系人関連資料のご

く一部が美術館に納められている点も、彼の作品のどちらかといえば博物学的資料と

しての位置づけを物語っていよう。

実際、朝枝の作品が美的価値を生み出さないわけではないが、それを意図して制作

にいそしんでいたわけではない。いわゆる作品に署名がなされ、美的な感興を与える

ための作品を制作・販売するという意味での芸術家ではなかった。また出所後にも、

作品の制作は継続して行っていたようだが、あくまで余暇の楽しみとして行われてい

た節がある。しかるに、経歴的に芸術と全く無縁の衆生というわけでもなかった。そ

の意味で、双方の中間的な位置づけにある人物といえよう。朝枝の収容所絵画は、博

物学的な絵画技術を身体化した人物による、風景画の試みとして理解できるのであ

る。

絵画の内容としてはどうだろうか。チウラ・オバタが日本画風に筆で描いたり、ミ

ネ・オオクボのようにデフォルメされ角張った人物が登場するなど、作者の個性や主

観性が前面にでるような描写のスタイルではない。一見みたままを描いたような簡素

なスタイルで仕上げられている。素材としても、博物学者らしく自然環境の変化や収

容所の周囲から少し離れた場所まで彼が囲まれていた景観を描出しようとする意欲の

方が顕著にみてとれる。

*9 1930年代のカリフォルニア大学バークレイ校にて、
アメリカの抽象画で有名なハンス・ホフマンのもと
で絵画を学んだと言及している記事もある（https://
www.askart.com/artist_bio/Toshio_Asaeda/11169639/
Toshio_Asaeda.aspx　2017年2月22日閲覧）。ただし
この事実を示唆する他の文書は、見つかっていない。



87

丹羽典生風景に潜む私性

一般的に、収容所で描かれた絵画作品の共通する特徴として「生活感の欠如」が指

摘されることがある。「物理的な環境に病的なまでの関心を抱き」、一方で「人物は…

重要視されておらず、顔は描かれて」いないとされるのである。戦時移住局をいたず

らに刺激しないような配慮がその背景にあったと推察されている（ヒラスナ 2013）。
この指摘は朝枝の作品群にも概ね当てはまる。

ただし本稿で分析してきたように、絵画の裏面に記載された情報などの周辺情報を

あわせて検討すると、一見無個性的に見える内容の裏側には、朝枝の個人的経験が深

く刻み込まれていることがあきらかとなるのだ。朝枝が残した収容所の絵画とは、彼

がそこで妻とすごした経験が浸透した風景を書き残す作業であったことがみえてく

る。

朝枝の制作の動機に、長年住んでいたアメリカという場所のなかで図らずも国の対

立にまきこまれた処遇を耐え忍ぶ側面があったのか。あるいは長年の調査研究として

標本画を描き続けていた時の習い草として、何かを描かずにはいられなかったのか。

残された資料からはわかることは少ない。しかしこの朝枝利男の収容所時代のコレク

ションが、博物学者としての確かな眼と手をもった作者による、私性が刻み込まれた

たぐいまれな一連の絵画であるということは間違いないであろう。
（にわ・のりお／国立民族学博物館、文化人類学）

参考文献

Arrington, Leonard J. 1997 The Price of Prejudice : The Japanese-American Relocation Center in Utah during World 
War II. Second edition. Topaz: Topaz Museum.

Cornell, Daniell and et al. 2006 The Sculpture of Ruth Asawa: Contours in the Air. Fine Arts Museums of San 
Francisco, University of California Press.

Hibi, Hisako 2004 Peaceful Painter: Memoirs of an Issei Woman Artist. Berkeley, California: Heyday Books.
Higa, Karin M. 1992 The View from Within: Japanese American Art from the Internment Camps, 1942-1945. Los 

Angeles, California: Japanese American National Museum.
Hill, Kimi Kodani 2000 Chiura Obata's Topaz Moon: Art of the Internment. Berkeley, California : Heyday Books.
Humpal, Mark 2017 Ray Stanford Strong: West Coast Landscape Artist. Norman: University of Oklahoma Press. 
Jastrzemski, Michelle 2007 MSS 073A Sumiko Kobayashi (Additions) Papers. The Historical Society of 

Pennsylvania.
Kim, Kristine 2000 Henry Sugimoto: Painting an American Experience. Los Angeles: Japanese American National 

Museum, Berkeley, California: Heyday Books. 
Okubo, Mine 1978 Citizen 13660. New York: Arno Press.
Robinson, Greg and Elena Tajima Creef (eds.) 2008 Miné Okubo: Following her own Road. Seattle: University of 

Washington Press.
Swanson, Vern G., et al (eds.) 2013 Springville Museum of Art: History and Collection. Springville, Utah: CFI.
Tu, Hsiao-Ning 2008 Japanese American Internment and Redress: Petition and Coalition Building. Pennsylvania 

Legacies 8(1): 32-34.
United States. War Relocation Authority 1945 Central Utah Final Accountability Report. https://digital.lib.usu.edu/

digital/collection/Topaz/id/7689 (2020年8月31日閲覧 )
Wang, ShiPu 2018 Chiura Obata: An American Modern. Oakland, California: University of California Press.

デルフィン・ヒラスナ 2013 『尊厳の芸術―強制収容所で紡がれた日本の心』国谷裕子 (監修 )、東京：NHK
出版。
ドウス昌代 2003 『イサム・ノグチ―宿命の越境者（上）』東京：講談社。
アラン・ボズワース 1983　『アメリカの強制収容所―戦時下日系米人の悲劇』森田幸夫 (訳 )、東京：新泉社。


